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今
回
は
有
漢
に
あ
っ
た
古
い
地
名
、「 
上 

か
み

 
村 
」を
紹
介
し
ま
す
。

む
ら

　

「
上
村
」
は
、
近
世
に
な
っ
て
江
戸
期
か
ら

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
ま
で
あ
っ
た
村
名

の
一
つ
で
、
当
時
、
有
漢
川
の
流
域
に
沿
っ
て

北
か
ら
「
上
村
」「
中
村
」「
下
村
」の
順
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
三
つ
の
村
は
上

房
郡 
下 
有
漢
村
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

し
も

　

「
上
村
」
は
近
世
下
有
漢
村
の
上
手
北
側

で
、
現
在
町
の
中
心
部
で
あ
る
有
漢
市
場

か
ら
上
流
の
土
居
付
近
ま
で
を
占
め
て
い

ま
し
た
。江
戸
初
期
（
正
保
二
・
三
年
頃
＝

一
六
四
五
・
四
六
）の「 
正 

し
ょ
う 

保  
郷 

ほ
う 

ご 
帳 
」に
よ
る

ち
ょ
う

と
、
下
有
漢
村
と
し
て
石
高
一
〇
八
〇
石

余
と
記
録
さ
れ
、
江
戸
後
期
の
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
成
立
の
「 
天  
保 
郷
帳
」
に
は

て
ん 
ぽ
う

「
下
有
漢
上
村
」
一
二
〇
一
石
余
と
記
録
し

て
い
て
江
戸
時
代
の
末
に
は
村
高
が
か
な

り
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
備
中 
村 

む
ら 

鏡 
」
に
よ
る
と
、
延
享
元
年
（
一
七

か
が
み

四
四
）
ま
で
は
松
山
藩
領
で
し
た
が
、
同
年

か
ら
一
九
〇
石
余
り
が
中
津
井
陣
屋
伊
勢

亀
山
藩
領
、
残
り
一
〇
一
〇
石
余
り
は
上

有
漢
村
松
山
藩
板
倉
氏
領
と
し
て
あ
げ
て

い
ま
す
。ま
た
、
松
山
藩
領
分
の
ほ
か
、
七

カ
寺
分 
除  
地 
（
年
貢
諸
役
を
免
除
さ
れ
た

じ
ょ 

ち

土
地
）を
あ
げ
、
庄
屋
に
綱
島
惇
二
や
庄
氏

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、
慶
応
期
（
一

八
六
五
〜
六
八
）か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七

一
）
の
「 
旧 

き
ゅ
う 

高 
た
か 

旧 
き
ゅ
う 

領 
り
ょ
う 

取 
と
り 

調  
帳 
」
に
も
、
有
漢

し
ら
べ 
ち
ょ
う

上
村
松
山
藩
領
分
一
〇
一
〇
石
余
・
倉
敷

県
、 

此  
外 
寺
除
地
七
か
寺
あ
り
と
し
て
一

こ
の 
ほ
か

三
石
余
、
そ
し
て
亀
山
藩
領
分
一
九
〇
石

余
、
亀
山
県
と
し
て
い
ま
す
。
有
漢
上
村
の

史
料
が
乏
し
い
た
め
、
詳
し
く
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、「
有
漢
町
史
」
に
よ
る
と
当
時
、

亀
山
藩
領
の
家
数
は
二
〇
戸
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
有
漢
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
市
場

は
、
古
市
と
い
う
地
名
も
残
り
、
当
時
一
二

月
二
六
日
（
旧
暦
）に
、 
鰤  
市 
が
開
か
れ
、
下

ぶ
り 
い
ち

中
津
井
村
の
鰤
市
と
と
も
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
そ
の
上
、
松
山
か
ら
加
茂
川
へ
の
街

道
筋
と
落
合
往
来
の 
峠  
越 
へ
の
分
岐
点
と

た
わ 
ご
え

し
て
の
宿
場
町
や
門
前
町
と
し
て
、市
場
町

と
し
て
、
集
落
が
発
展
し
た
地
区
な
の
で

す
。明
治
時
代
「 
新  
井  
屋 
」
と
い
う
豪
農
の

あ
ら 

い 

や

家
で
生
ま
れ
、
日
本
を
代
表
す
る
文
芸
の

思
想
評
論
家
と
し
て
、「
早
稲
田
の 
梁 

り
ょ
う 

川 
」

せ
ん

と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
、
綱
島
梁
川
の
出

身
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

畦
地
地
区
に
は
、
永
保
年
間
（
一
〇
八
一

〜
八
四
）
の
創
建
と
い
わ
れ
明
応
四
年
（
一

四
九
五
）
に
秋
庭
真
光
が
再
興
し
た
臨
済

宗
真
光
寺
、
そ
し
て 
茶  
道 
に
は
秋
庭
氏
と

ち
ゃ 
ど
う

か
か
わ
り
が
あ
り
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）

に
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
臨
済
宗 
保  
寧 
寺

ほ 

ね
い

（
本
尊
は
千
手
観
音
菩
薩
）
が
あ
り
ま
す
。

慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
は
小
堀 
政  
一 

ま
さ 
か
ず

（
遠
州
）が
、
父
の
政
次
の
供
養
の
た
め
再
建

し
た
と
も
い
わ
れ
る
寺
で
す
。
土
居
に
は
、

秋
庭
氏
の 
居  
館 
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
の
ち

き
ょ 
か
ん

ま
で
秋
庭
三
郎
重
信
と
そ
の
子
孫
が
住
ん

で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る 
正  
尺 

し
ょ
う 
じ
ゃ
く 
屋  
敷 
跡
が

や 

し
き

あ
り
ま
す
。

　

対
岸
の
小
山
に
は
備
中
兵
乱
の
時
、
新

山 
玄  
蕃 

げ
ん 
ば
の 

允 
家
住
が
居
城
し
三
村
元
親
に
従

じ
ょ
う

い
戦
死
し
た
と
い
う
常
山
城
跡
が
、
正
尺

五
十
六　

有
漢 
上
村

有漢市場方面を望む

屋
敷
前
の
道
の
ほ
と
り
に
は
秋
庭
氏
の
先

祖
供
養
の
た
め
に
造
立
し
た
と
い
わ
れ
る
、

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）の
秋
庭
重
政
建

立
の
花
崗
岩
製
石
塔
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

真
言
宗
宝
妙
寺
は
天
長
年
中
（
八
二
四
〜

三
四
）
空
海
の
開
基
と
さ
れ
、
松
山
城
主
秋

庭
肥
後
守
重
明
の
信
仰
が
厚
く
延
文
五
年

（
一
三
六
〇
）
に
本
堂
再
建
し
た
と
い
わ

れ
、
現
在
の
本
堂
は
松
山
藩
主
板
倉 
勝  
静 

か
つ 
き
よ

が
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
再
建
し
た
も

の
で
す
。
ほ
か
に 
鈴  
丘 
の
山
上
に
は
、
秋
庭

す
ず 
お
か

三
郎
重
信
が
社
殿
を
改
修
し
た
と
い
わ
れ

る
鈴
岳
神
社
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
有
漢

六
カ
郷
の
惣
氏
神
だ
っ
た
神
社
で
あ
り
ま

す
。

　

現
在
の
有
漢
町
は
明
治
八
年
成
立
の
有

漢
村
と
同
九
年
成
立
の
上
有
漢
村
が
昭
和

三
一
年
（
一
九
五
六
）
合
併
し
て
成
立
し
た

も
の
で
す
。

　

「
上
村
」
と
い
う
地
名
は
各
地
に
あ
っ
て

お
な
じ
み
の
も
の
で
す
が
、 
上 
・ 
中 
・ 
下 
と

か
み 

な
か 

し
も

か
、前
・
中
・
後
そ
し
て
、陽
・
陰
な
ど
は
、位

置
関
係
を
示
す
地
名
と
し
て
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

「 
上 
」
は
神
と
か
紙
と
い
う
字
を
当
て
る

か
み

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
方
向
や
位
置
を
示
す

地
名
と
し
て
高
い
所
、
川
の
上
流
、
ま
た
は

北
方
と
か
、
太
陽
の
昇
る
方
と
か
、
中
心
か

ら
の
交
通
経
路
な
ど
を
あ
ら
わ
す
の
に
使

わ
れ
る
地
名
な
の
で
す
。「
有
漢
上
村
」
も

有
漢
川
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
た
も
の
な
の
で
す
。 

 

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」
老人ホーム成羽川荘 ８：４５～９：００

布寄小学校 ９：２０～９：４０

吹屋小学校 １０：１０～１０：３０

成美保育園 １１：００～１１：１０

鶴鳴保育園 １１：１５～１１：２５

黒川商店（日名地区） １１：３５～１１：５０

７日�

１４日�

��２９１２開館時間

　精神科医の「私」は、患者の不

可解な自殺衝動が気に掛かって

いた。脳には本来、自殺衝動があ

るのではないかと考え、治療を重

ねた「私」は、ある衝動に駆られ

―。命を巡る闘い、勝つのはどちら

か？緊迫の医療サスペンス。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１６日�

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１７日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２４日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２８日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

３１日�

一般書

魔欲
山田宗樹：著
角川書店

　一番多くヒットを打ったのは
誰か？一番すごいホームランバ
ッターは誰か？一番速い球を投
げたピッチャーは誰か？メジャ
ーから日本まで、プロ野球で作
られた驚異の記録を一挙に紹
介。

児童書

プロ野球なんでもナンバー１
�メジャーから日本まで�

近藤隆夫：著
ほるぷ出版

9：00～ 17：00

七夕まつり
（ボランティアグループ『ふきのとう』）

４日�

おりがみあそび「小鳥紙飛行機」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１１日�

ビデオ「そんごくう」１８日�

きりがみあそび「ユーフォー」２５日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

パラドックス13
東野圭吾：著
毎日新聞社

　１３時１３分からの１３秒間、地球

は“Ｐ－１３現象”に襲われるとい

う。何が起こるか、論理数学的に

予測不可能。その瞬間、目前に想

像を絶する過酷な世界が出現し

た！崩壊した東京で繰り広げられ

る究極の人間ドラマ。

毎週月曜日，２５日�

��月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
６日�，９日�，１３日�，２０日�，２１日�，２７日�
※７月から、休館日が毎週月曜日と第２木曜日に変更となります。

「のろまなローラー」「ぴょーん」ほか

（ボランティアグループ『うぐいす』）１１日�

１０：００から

小学生までが対象で参加無料
えほんによみきかせえほんによみきかせ


